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(57)【要約】
【課題】乳頭筋や腱索を含まずに心臓の内膜の輪郭を検
出し、心機能の評価に供される画像を生成することが可
能な超音波診断装置を提供する。
【解決手段】被検体の心臓に対して超音波を送信するこ
とで、心臓の時間的に連続する複数の断層像データを取
得する。所定時相に取得された断層像において、乳頭筋
や腱索を含まずに心臓の内膜の輪郭を指定する。輪郭位
置算出部１２は、指定された輪郭を初期輪郭とし、２つ
の断層像データ間におけるパターンマッチングにより、
各時相における内膜の輪郭の位置を求める。マーカ生成
部１１は、各時相における内膜の輪郭を表すマーカを生
成し、時相ごとに異なる色を各時相のマーカに割り当て
る。表示制御部６は、各時相のマーカで構成されるカラ
ー画像を断層像に重ねて表示部７に表示させる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検体の心臓を超音波で走査することで、時間的に連続する複数の断層像データを取得
する超音波画像取得手段と、
　所定時相に取得された断層像データに基づく断層像に対する前記心臓の内膜の輪郭の指
定を受け付け、前記所定時相以外の各時相に取得された断層像データに基づく断層像にお
ける前記内膜の輪郭の位置を時相ごとにパターンマッチングにより求める輪郭位置算出手
段と、
　前記各時相における前記内膜の輪郭を表すマーカを時相ごとに生成し、前記各時相のマ
ーカに、時相ごとに異なる色を割り当てるマーカ生成手段と、
　前記色が割り当てられた前記各時相のマーカを断層像に重ねて表示手段に表示させる表
示制御手段と、
　を有することを特徴とする超音波診断装置。
【請求項２】
　前記輪郭位置算出手段は、時間的に連続する２つの断層像データ間のパターンマッチン
グにより、前記内膜の輪郭上における各点の変位と移動方向を表す移動ベクトルを時相ご
とに求め、前記各点の移動ベクトルに基づいて前記各時相における前記内膜の輪郭の位置
を求めることを特徴とする請求項１に記載の超音波診断装置。
【請求項３】
　前記各時相における前記内膜の輪郭に基づいて規定される収縮中心の位置を時相ごとに
求める収縮中心算出手段と、
　前記輪郭位置算出手段によって求められた各時相における前記内膜の輪郭の位置と、前
記各時相における前記収縮中心の位置との差に基づいて、新たな内膜の輪郭の位置を時相
ごとに求める輪郭再構成手段と、を更に有し、
　前記マーカ生成手段は、前記新たな内膜の輪郭を表す新たなマーカを時相ごとに生成し
、前記各時相の新たなマーカに、時相ごとに異なる色を割り当て、
　前記表示制御手段は、前記色が割り当てられた前記各時相の新たなマーカを断層像に重
ねて前記表示手段に表示させることを特徴とする請求項１又は請求項２のいずれかに記載
の超音波診断装置。
【請求項４】
　前記各時相における前記内膜の輪郭に基づいて規定される収縮中心の位置を時相ごとに
求める収縮中心算出手段と、
　前記各時相における前記収縮中心の位置の変位に基づいて、前記各時相における前記収
縮中心の移動速度を求める収縮中心移動速度算出手段と、
　前記輪郭位置算出手段によって求められた各時相における前記内膜の輪郭の位置の変位
に基づいて、前記各時相における前記輪郭上の各点の移動速度を求める輪郭移動速度算出
手段と、
　前記収縮中心の移動速度と、前記輪郭上の各点の移動速度との差を時相ごとに算出し、
その差に基づいて、新たな内膜の輪郭の位置を時相ごとに求める輪郭再構成手段と、を更
に有し、
　前記マーカ生成手段は、前記新たな内膜の輪郭を表す新たなマーカを時相ごとに生成し
、前記各時相の新たなマーカに、時相ごとに異なる色を割り当て、
　前記表示制御手段は、前記色が割り当てられた前記各時相の新たなマーカを断層像に重
ねて前記表示手段に表示させることを特徴とする請求項１又は請求項２のいずれかに記載
の超音波診断装置。
【請求項５】
　前記各時相における前記内膜の輪郭に基づいて規定される収縮中心の位置を時相ごとに
求め、前記各時相における収縮中心の位置の変位と移動方向を表す収縮中心の移動ベクト
ルを求める収縮中心算出手段と、
　前記輪郭位置算出手段によって求められた前記内膜の輪郭上の各点の移動ベクトルと、
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前記収縮中心の移動ベクトルとの差を時相ごとに算出し、その差に基づいて、新たな内膜
の輪郭の位置を時相ごとに求める輪郭再構成手段と、を更に有し、
　前記マーカ生成手段は、前記新たな内膜の輪郭を表す新たなマーカを時相ごとに生成し
、前記各時相の新たなマーカに、時相ごとに異なる色を割り当て、
　前記表示制御手段は、前記色が割り当てられた前記各時相の新たなマーカを断層像に重
ねて前記表示手段に表示させることを特徴とする請求項２に記載の超音波診断装置。
【請求項６】
　前記各時相のマーカで囲まれた範囲の面積を算出し、前記心臓の最大拡張時における面
積に対する、前記各時相における面積の割合を求め、前記割合に基づいて心機能の評価を
行う心機能評価手段を更に有することを特徴とする請求項１から請求項５のいずれかに記
載の超音波診断装置。
【請求項７】
　被検体の心臓を超音波で走査することで取得された時間的に連続する複数の断層像デー
タを受け付け、さらに、所定時相に取得された断層像データに基づく断層像に対する前記
心臓の内膜の輪郭の指定を受け付けて、前記所定時相以外の各時相に取得された断層像デ
ータに基づく断層像における前記内膜の輪郭の位置を時相ごとにパターンマッチングによ
り求める輪郭位置算出手段と、
　前記各時相における前記内膜の輪郭を表すマーカを時相ごとに生成し、前記各時相のマ
ーカに、時相ごとに異なる色を割り当てるマーカ生成手段と、
　前記色が割り当てられた前記各時相のマーカを断層像に重ねて表示手段に表示させる表
示制御手段と、
　を有することを特徴とする超音波画像処理装置。
【請求項８】
　コンピュータに、
　被検体の心臓を超音波で走査することで取得された時間的に連続する複数の断層像デー
タを受け付け、さらに、所定時相に取得された断層像データに基づく断層像に対する前記
心臓の内膜の輪郭の指定を受け付けて、前記所定時相以外の各時相に取得された断層像デ
ータに基づく断層像における前記内膜の輪郭の位置を時相ごとにパターンマッチングによ
り求める輪郭位置算出機能と、
　前記各時相における前記内膜の輪郭を表すマーカを時相ごとに生成し、前記各時相のマ
ーカに、時相ごとに異なる色を割り当てるマーカ生成機能と、
　前記色が割り当てられた前記各時相のマーカを断層像に重ねて表示装置に表示させる表
示制御機能と、
　を実行させることを特徴とする超音波画像処理プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、超音波によって被検体内の超音波画像を取得し、その超音波画像を利用し
て心機能の解析を行なう超音波診断装置に関する。また、超音波画像を利用して心機能の
解析を行なう超音波画像処理装置、及び超音波画像処理プログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　超音波診断装置を用いて心臓の病気を診断する方法として、時系列的に変化する心臓の
断層像を取得し、断層像から内膜（心筋と血液との境界）の動きを自動的に検出し、その
軌跡をカラー表示するカラーキネシス画像（ＣＫ画像）を用いる方法が提案されている。
ＣＫ画像は、内膜軌跡に沿って、時間ごとに色を変えて心臓の横断面画像を表示したもの
である。ＣＫ画像を用いた場合、１枚の静止画像により、左心室隔壁の運動状態を時間的
、空間的に観察することができ、さらに、色の構成比率から、左心室隔壁の収縮の時相（
収縮の遅延の程度など）を知ることができる。
【０００３】
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　上記ＣＫ画像を用いた心機能の評価方法として、特許文献１に記載の手法が提案されて
いる。この特許文献１に記載の手法は、例えば、心臓左心室の横断面画像を所定の領域に
分割し、分割した各領域を関心領域として設定し、設定した各関心領域において、心臓の
最大拡張時の内腔横断面積に対する拡張開始から所定時間経過時の内腔横断面積の割合を
算出し、その算出した内腔横断面積の割合を評価基準値と比較することにより、心筋機能
の評価を行う。この手法はＩＣＫ解析と称されている。
【０００４】
　このＩＣＫ解析では、例えば特許文献２に記載の手法によって得られるＣＫ画像を用い
ることで、心筋機能の評価が行われる。特許文献２に記載の手法では、組織と血液の輝度
に基づいて内膜の輪郭を検出し、その内膜の軌跡をカラー表示することでＣＫ画像として
いる。
【０００５】
【特許文献１】特開２００３－３２５５２１号公報
【特許文献２】特開平８－９８８３７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　上記特許文献２に記載の手法では、組織と血液の輝度に基づいて内膜の輪郭を検出して
いる。しかしながら、内膜の近傍に存在する乳頭筋や腱索も輝度値が高いため、特許文献
２に記載の手法によると、乳頭筋や腱索も内膜として検出されてしまう。このように、断
層像の輝度に基づいて内膜の輪郭を検出しようとすると、乳頭筋や腱索がノイズとなり、
内膜の輪郭を精度良く検出することは困難であった。
【０００７】
　また、心臓の全体動（ｔｒａｎｓｌａｔｉｏｎ）がある場合は、その全体動の影響が含
まれた内膜の輪郭を検出することになるため、各時相における内膜の輪郭を精度良く検出
することが困難であった。
【０００８】
　以上のように従来技術に係る内膜位置の検出方法によると、内膜の輪郭を精度良く検出
することが困難であるため、ＩＣＫ解析などの心筋機能の評価において誤差が含まれてし
まい、正確な解析は困難であった。
【０００９】
　この発明は上記の問題点を解決するものであり、乳頭筋や腱索を含まずに心臓の内膜の
輪郭を検出し、心機能の評価に供される画像を生成することが可能な超音波診断装置を提
供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　請求項１に記載の発明は、被検体の心臓を超音波で走査することで、時間的に連続する
複数の断層像データを取得する超音波画像取得手段と、所定時相に取得された断層像デー
タに基づく断層像に対する前記心臓の内膜の輪郭の位置の指定を受け付け、前記所定時相
以外の各時相に取得された断層像データに基づく断層像における前記内膜の輪郭の位置を
時相ごとにパターンマッチングにより求める輪郭位置算出手段と、前記各時相における前
記内膜の輪郭を表すマーカを時相ごとに生成し、前記各時相のマーカに、時相ごとに異な
る色を割り当てるマーカ生成手段と、前記色が割り当てられた前記各時相のマーカを断層
像に重ねて表示手段に表示させる表示制御手段と、を有することを特徴とする超音波診断
装置である。
　また、請求項７に記載の発明は、被検体の心臓を超音波で走査することで取得された時
間的に連続する複数の断層像データを受け付け、さらに、所定時相に取得された断層像デ
ータに基づく断層像に前記心臓の内膜の輪郭の位置の指定を受け付けて、前記所定時相以
外の各時相に取得された断層像データに基づく断層像における前記内膜の輪郭の位置を時
相ごとにパターンマッチングにより求める輪郭位置算出手段と、前記各時相における前記
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内膜の輪郭を表すマーカを時相ごとに生成し、前記各時相のマーカに、時相ごとに異なる
色を割り当てるマーカ生成手段と、前記色が割り当てられた前記各時相のマーカを断層像
に重ねて表示手段に表示させる表示制御手段と、を有することを特徴とする超音波画像処
理装置である。
　また、請求項８に記載の発明は、コンピュータに、被検体の心臓を超音波で走査するこ
とで取得された時間的に連続する複数の断層像データを受け付け、さらに、所定時相に取
得された断層像データに基づく断層像に前記心臓の内膜の輪郭の位置の指定を受け付けて
、前記所定時相以外の各時相に取得された断層像データに基づく断層像における前記内膜
の輪郭の位置を時相ごとにパターンマッチングにより求める輪郭位置算出機能と、前記各
時相における前記内膜の輪郭を表すマーカを時相ごとに生成し、前記各時相のマーカに、
時相ごとに異なる色を割り当てるマーカ生成機能と、前記色が割り当てられた前記各時相
のマーカを断層像に重ねて表示装置に表示させる表示制御機能と、を実行させることを特
徴とする超音波画像処理プログラムである。
【発明の効果】
【００１１】
　この発明によると、乳頭筋や腱索を含まずに内膜の輪郭を指定し、パターンマッチング
により各時相における輪郭の位置を求めることで、乳頭筋や腱索の影響を受けずに各時相
における輪郭の位置を求めることができる。そして、各時相における輪郭に、時相ごとに
異なる色を割り当てて表示することで、内膜位置の変動情報が色で識別可能に表示される
ため、心機能評価に好適な画像が得られる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
［第１の実施の形態］
（構成）
　この発明の第１実施形態に係る超音波診断装置の構成について、図１を参照して説明す
る。図１は、この発明の第１実施形態に係る超音波診断装置の概略構成を示すブロック図
である。
【００１３】
　超音波プローブ２には、複数の超音波振動子が所定方向（走査方向）に１列に配列され
た１次元超音波プローブ、又は、複数の超音波振動子が２次元的に配置された２次元超音
波プローブが用いられる。送受信部３は、送信部と受信部を備えている。送信部は、超音
波の送信時に遅延を掛けて送信フォーカスを実施し、超音波プローブ２の各超音波振動子
に電気信号を供給して超音波を発生させる。受信部は、超音波プローブ２の各超音波振動
子が受波したエコー信号を増幅し、Ａ／Ｄ変換した後、受信指向性を決定するために必要
な遅延時間を与えて加算する。その加算により、受信指向性に応じた方向からの反射成分
が強調される。
【００１４】
　画像生成部４は、Ｂモード処理部、ＣＦＭ処理部、及びドプラモード処理部を備えた信
号処理部と、ＤＳＣを備え、送受信部３にて受信された受信信号に基づいて、断層像デー
タなどの超音波画像データを生成する。Ｂモード処理部は、送受信部３から送られる信号
に対してバンドパスフィルタ処理を行い、その後、出力信号の包絡線を検波し、対数変換
による圧縮処理を施すことで、エコーの振幅情報の映像化を行う。ＣＦＭ処理部は、動い
ている血流情報の映像化を行う。血流情報には、速度、分散、パワーなどの情報があり、
血流情報は２値化情報として得られる。ドプラモード処理部は、パルスドプラ法又は連続
波ドプラ法により血流情報を生成する。ＤＳＣは、走査線信号列で表される信号処理後の
データを、空間座標に基づいた座標系のデータに変換する（デジタルスキャンコンバージ
ョン処理）。例えば、ＤＳＣは、Ｂモード処理部から出力された信号処理後のデータに対
してスキャンコンバージョン処理を施すことで、被検体の組織形状を表すＢモード画像デ
ータ（以下、「断層像データ」と称する場合がある）を生成する。
【００１５】
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　なお、超音波プローブ２、送受信部３、画像生成部４が、超音波画像取得手段の１例に
相当する。
【００１６】
　画像生成部４によって生成された断層像データは、記憶部５に記憶される。また、被検
体のＥＣＧ信号が取得されている場合、制御部９は、ＥＣＧ信号（心電波形）を超音波診
断装置１の外部から受け付け、断層像データにその断層像データが生成されたタイミング
で受け付けた時相を対応付けて記憶部５に記憶させる。
【００１７】
　この実施形態に係る超音波診断装置１は、被検体の心臓を超音波で走査することで、心
臓を表す時間的に連続する複数の断層像データ（心臓の動画像データ）を取得する。例え
ば、１心周期以上に亘って被検体の心臓を超音波で走査することで、１心周期以上に亘っ
て時間的に連続する複数の断層像データ（心臓の動画像データ）を取得する。また、ＥＣ
Ｇ信号が取得されている場合、制御部９は、各断層像データにその断層像データが生成さ
れたタイミングで受け付けた時相を対応付けて記憶部５に記憶させる。これにより、複数
の断層像データのそれぞれに、断層像データが生成された時相が対応付けられて記憶部５
に記憶される。
【００１８】
　表示制御部６は、記憶部５から断層像データを読み込み、その断層像データに基づく断
層像を表示部７に表示させる。例えば、操作者が操作部８を用いて任意の時相を指定する
と、表示制御部６は指定された時相が対応付けられた断層像データを記憶部５から読み込
み、その断層像データに基づく断層像を表示部７に表示させる。
【００１９】
　画像処理部１０は、マーカ生成部１１と輪郭位置算出部１２を備えている。画像処理部
１０は、心臓を表す断層像上に指定された初期輪郭を心臓の内膜の輪郭として設定し、生
成された時相が異なる２つの断層像間のパターンマッチングによって、各時相における内
膜の輪郭の位置を求める。
【００２０】
　マーカ生成部１１は、操作者によって指定された初期輪郭を表すマーカを生成する。表
示制御部６はその初期輪郭を表すマーカを受けると、断層像にそのマーカを重ねて表示部
７に表示させる。
【００２１】
　ここで、上記初期輪郭の指定方法について説明する。まず、操作者が操作部８を用いて
任意の時相を指定する。表示制御部６は、操作者によって指定された時相に生成された断
層像データを記憶部５から読み込み、その断層像データに基づく断層像を表示部７に表示
させる。この実施形態では、心臓の断層像データを取得しているため、心臓の断層像が表
示部７に表示される。例えば、超音波の送受信によって心臓の横断面画像データを取得し
、心臓の横断面画像を表示部７に表示させる。
【００２２】
　心臓の断層像には、心臓の内膜の他、乳頭筋や腱索などが表されている。操作者は、表
示部７に表示されている心臓の断層像（例えば心臓の横断面画像）を観察しながら、心臓
の断層像に表されている乳頭筋や腱索が含まれないように心臓の内膜の輪郭を指定する。
このように内膜の輪郭が指定されると、マーカ生成部１１は指定された輪郭を初期輪郭と
し、その初期輪郭を表すマーカを生成する。表示制御部６は、その初期輪郭を表すマーカ
を断層像に重ねて表示部７に表示させる。この初期輪郭で指定された輪郭が、内膜の輪郭
として輪郭位置算出部１２に設定される。
【００２３】
　以上のように、初期輪郭によって内膜の輪郭が指定されると、輪郭位置算出部１２は、
スペックルパターンを用いた２画像間のパターンマッチングによって、各時相で生成され
た断層像ごとに、初期輪郭によって指定された内膜の輪郭の位置を求め、その内膜の輪郭
を時間的に追跡（トラッキング）する。
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【００２４】
　例えば、輪郭位置算出部１２は、初期輪郭で指定された内膜の輪郭上の各点の座標情報
を受け、さらに、その初期輪郭が設定された断層像（以下、「断層像Ａ」と称する場合が
ある）の次に生成された断層像データ（以下、「断層像データＢ」と称する場合がある）
を記憶部５から読み込み、スペックルパターンを用いた時間的に連続する２つの断層像間
（断層像Ａと次の断層像Ｂ）のパターンマッチングを行うことにより、初期輪郭で指定さ
れた内膜の輪郭上の各点の移動ベクトルを求める。この移動ベクトルは、輪郭上の各点の
変位と、各点が変位した移動方向を表している。つまり、輪郭位置算出部１２は、２つの
断層像間のパターンマッチングを行い、スペックルの移動量を算出することで、輪郭上の
各点の移動ベクトルを求める。このように輪郭上の各点の移動ベクトルを求めることで、
初期輪郭が設定された断層像Ａの次の断層像データＢが生成された時相における内膜の輪
郭の位置が求められる。
【００２５】
　さらに輪郭位置算出部１２は、断層像データＢの次に生成された断層像データ（以下、
「断層像データＣ」と称する場合がある）を記憶部５から読み込み、スペックルパターン
を用いた時間的に連続する２つの断層像間（断層像Ｂと断層像Ｃ）のパターンマッチング
によって、内膜の輪郭上の各点の移動ベクトルを求める。これにより、断層像データＣが
生成された時相における内膜の輪郭の位置が求められる。
【００２６】
　以上のようにして、スペックルパターンを用いたパターンマッチングによって、初期輪
郭で指定された内膜の輪郭上の各点における移動ベクトルを各断層像データが生成された
時相ごとに求め、内膜の輪郭上の各点における移動ベクトルを時間的に追跡する。その結
果、内膜の輪郭を時間的に追跡することが可能となる。例えば、輪郭位置算出部１２は、
１心周期に亘って取得された全ての断層像データについて、時相ごとに内膜の輪郭を検出
し、各時相における内膜の輪郭の位置を求める。これにより、１心周期に亘って、各時相
における内膜の輪郭位置が求められる。
【００２７】
　輪郭位置算出部１２によって各時相における内膜の輪郭の位置が求められると、マーカ
生成部１１は、各時相における内膜の輪郭を示す情報（輪郭上の各点の座標情報）を輪郭
位置算出部１２から受けて、各時相における内膜の輪郭を表すマーカを生成する。例えば
、１心周期に亘って各時相における内膜の輪郭が検出されている場合、マーカ生成部１１
は、全時相について、内膜の輪郭を表すマーカを生成する。
【００２８】
　さらに、マーカ生成部１１は、各時相におけるマーカに、時相ごとに異なる色を割り当
てる。例えば、マーカ生成部１１は、心臓の収縮末期から拡張末期にかけて各時相で異な
る色を、対応する時相のマーカに割り当てる。例えば、各時相のマーカに割り当てる色を
予め決めておき、時相と色との対応付けを予め記憶部（図示しない）に記憶しておく。マ
ーカ生成部１１は、その対応付けに従って各時相のマーカに対して、対応する色を割り当
てる。
【００２９】
　表示制御部６は、時相ごとに異なる色が割り当てられた複数のマーカ（以下、「カラー
画像」と称する場合がある）をマーカ生成部１１から受けて、表示部７に表示させる。こ
のとき、表示制御部６は、操作者によって指定された時相に生成された断層像データを記
憶部５から読み込み、その断層像データに基づく断層像にカラー画像を重ねて表示部７に
表示させる。
【００３０】
　カラー画像は、時相ごとに異なる色が割り当てられた複数のマーカによって構成されて
いるため、１枚の断層像により、心臓の運動状態を時間的、空間的に観察することができ
、さらに、色の構成比率から、心臓の収縮の時相（収縮の遅延の程度など）を知ることが
可能となる。
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【００３１】
　以上のようにして生成された内膜の輪郭を表すカラー画像の１例を図２に示す。図２は
、この発明の第１実施形態に係る超音波診断装置で取得された画像と、心機能評価の結果
を示す図である。
【００３２】
　操作者が操作部８を用いて任意の時相を指定すると、表示制御部６は、指定された時相
に取得された断層像データを記憶部５から読み込んで、その断層像データに基づく断層像
を表示部７に表示させる。さらに、表示制御部６は、その断層像に、時相ごとに異なる色
が割り当てられた複数のマーカ（カラー画像）を重ねて表示部７に表示させる。例えば、
図２に示すように、表示制御部６は、操作者によって指定された断層像１００を表示部７
に表示させるとともに、その断層像１００にカラー画像１０１を重ねて表示させる。
【００３３】
　図２に示す断層像１００は、拡張末期に取得された心臓の横断面画像を表している。カ
ラー画像１０１は、時相ごとに異なる色が割り当てられた複数のマーカによって構成され
ている。例えば、１心周期分のマーカによって構成される。断層像１００とカラー画像１
０１が重ねて表示された画像によって、心臓の運動状態を時間的、空間的に観察すること
ができる。また、カラー画像１０１を構成する各マーカには、時相ごとに異なる色が割り
当てられているため、色の構成比率から、心臓の収縮の時相（収縮の遅延の程度など）を
知ることができる。なお、カラーバー１０２は、マーカに割り当てられている色と時相と
の対応付けを表している。具体的には、心臓の拡張開始時からの時間と、マーカに割り当
てられている色との対応付けを表している。このように、各マーカは、各時相における内
膜の輪郭を表しており、各マーカに時相ごとに異なる色が割り当てられているため、色の
構成比率から、心臓の収縮の時相（収縮の遅延の程度など）を知ることができる。
【００３４】
　この実施形態では、各時相のマーカ自体に、対応する時相に応じた色が割り当てられて
表示されている。さらに、この実施形態では、表示制御部６は、マーカとマーカの間に、
マーカに割り当てられている色を割り当てることで、マーカ間における色を補間して表示
しても良い。
【００３５】
　以上のようにして乳頭筋や腱索を含まないように内膜の輪郭を指定し、スペックルパタ
ーンを用いた２つの断層像間のパターンマッチングにより各時相における内膜の輪郭を検
出することで、乳頭筋や腱索の影響を受けずに内膜の輪郭を検出することが可能となる。
そして、各時相の内膜の輪郭を表すマーカに時相ごとに異なる色を割り当てて表示するこ
とで、内膜位置の変動情報が色で識別可能に表示されるため、心機能評価に好適な画像を
提供することが可能となる。
【００３６】
　上記断層像１００とカラー画像１０１を利用した心機能評価は、心機能評価部２０によ
って実施される。具体的には、心機能評価部２０は、特開２００３－３２５５２１号公報
に記載の心機能解析（「ＩＣＫ解析」と称する）を実行する。この心機能解析について、
簡単に説明する。
【００３７】
　心機能評価部２０は、例えば心臓の横断面画像に重心位置を設定し、その重心位置から
放射状に直線を引くことにより、横断面画像を６分割する。図２に示す例では、横断面画
像に相当する断層像１００を、ｉｎｔ（下壁）：Ｄ１、ｐｓｔ（後壁）：Ｄ２、ｌａｔ（
側壁）：Ｄ３、ａｎｔ（前壁）：Ｄ４、ａｓｐ（前壁中隔）：Ｄ５、ｓｐ（後壁中隔）：
Ｄ６の６つの領域に分割している。そして、心機能評価部２０は、Ｄ１～Ｄ６の領域ごと
に、心臓の最大拡張時における横断面積に対する経時的な横断面積の割合（拡張時面積変
化率）を算出する。また、心機能評価部２０は、Ｄ１～Ｄ６の領域ごとに、心臓の収縮開
始時の横断面積に対する経時的な横断面積の割合（収縮時面積変化率）を算出する。心機
能評価部２０は、分割されたＤ１～Ｄ６領域の各領域において経時的に変化する横断面積
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に基づいて、拡張時面積変化率と収縮時面積変化率を求める。
【００３８】
　そして、心機能評価部２０は、心臓の最大拡張時の面積に対する拡張開始から所定時間
経過した時の断面積の割合を算出し、その算出した面積の割合と評価基準値とを比較する
ことで、心機能の評価を行う。例えば、心機能評価部２０は、拡張開始から３０％経過し
た時点の拡張時面積変化率を求め、その値と、予め設定された評価基準値と比較すること
により、その値が正常な値か否かを判断する。ここでは、１例として拡張開始３０％経過
時における拡張時面積変化率と、評価基準値を比較したが、３０％以外の時点における拡
張時面積変化率を評価基準値と比較して心機能の評価を行っても良い。
【００３９】
　具体的には、心機能評価部２０は、画像処理部１０にて求められた、各時相における内
膜の輪郭に基づき、その輪郭で囲まれた内部の面積を算出する。この面積の算出は、内膜
の輪郭によって囲まれた部分のドット数をカウントすることにより算出する。そして、心
機能評価部２０は、６分割された各領域Ｄ１～Ｄ６について、各時相における横断面積を
求め、Ｄ１～Ｄ６の領域ごとの最大拡張時における横断面積に対する、各時相における横
断面積の割合（拡張時面積変化率）を求める。そして、心機能評価部２０は、拡張開始３
０％経過時の拡張時面積変化率と、予め設定された評価基準値とを比較することにより、
その値が正常な値か否かを判断する。
【００４０】
　また、心機能評価部２０は、図２に示すグラフ１１０や帯グラフ１２０を作成する。グ
ラフ１１０は、拡張期における内膜の輪郭の位置を示したグラフである。縦軸は最大拡張
時に対する内膜位置の割合を示し、横軸は時間を示している。横軸の１００％が最大拡張
時の時間を表している。心機能評価部２０は、Ｄ１～Ｄ６の領域ごとにグラフを作成する
。また、帯グラフ１２０は、各領域における内膜の輪郭の位置を示している。この帯グラ
フ１２０についても、心機能評価部２０は、Ｄ１～Ｄ６の領域ごとにグラフを求める。表
示制御部６は、心機能評価部２０からグラフ１１０と帯グラフ１２０を受けると、断層像
１００とともに表示部７に表示させる。
【００４１】
　そして、操作者によって、例えば拡張開始から３０％経過が経過した時点が指定される
と、表示制御部６は、各領域の帯グラフ１２０上の３０％経過時に相当する位置に、３０
％経過時を示すポインタ１２１を表示させる。拡張開始時からの経過時間は、カラーバー
１０２上で指定することができ、また、グラフ１１０の横軸にて指定しても良い。３０％
経過時を示すポインタ１２１の表示位置を基準にして、各領域の帯グラフが示す内膜位置
を確認することで、心機能の評価を行うことができる。
【００４２】
　操作部８は、キーボード、マウス、トラックボール、又はＴＣＳ（Ｔｏｕｃｈ　Ｃｏｍ
ｍａｎｄ　Ｓｃｒｅｅｎ）などで構成され、操作者の操作によって、初期輪郭（心臓の内
膜の輪郭）や、その初期輪郭を指定するための断層像が取得された時相が指定される。
【００４３】
　なお、画像処理部１０、表示制御部６、及び心機能評価部２０による各処理は、ハード
ウェアで実現しても良く、ソフトウェアで実現しても良い。例えば、画像処理部１０、表
示制御部６、及び心機能評価部２０をＣＰＵと、ＲＯＭ、ＲＡＭ、ＨＤＤなどの記憶装置
とで構成する。記憶装置に、画像処理部１０の機能を実現するための画像処理プログラム
、表示制御部６の機能を実現するための表示制御プログラム、及び心機能評価部２０の機
能を実現するための心機能評価プログラムを記憶させておく。そして、ＣＰＵが記憶装置
に記憶されている画像処理プログラムを実行することで画像処理部１０の機能を実現し、
表示制御プログラムを実行することで表示制御部６の機能を実現し、心機能評価プログラ
ムを実行することで心機能評価部２０の機能を実現するようにしても良い。
【００４４】
（超音波画像処理装置）
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　また、記憶部５、表示制御部６、表示部７、操作部８、画像処理部１０、及び心機能評
価部２０を備えた超音波画像処理装置によって、各時相における心臓の内膜の輪郭を検出
し、カラー画像を生成しても良い。つまり、超音波診断装置の外部に超音波画像処理装置
を設け、その超音波画像処理装置によって、カラー画像を生成しても良い。
【００４５】
　この場合、超音波画像処理装置の外部に設置された従来技術に係る超音波診断装置によ
って心臓を超音波で走査することで、時間的に連続する複数の断層像データ（心臓の動画
像データ）を取得する。そして、超音波画像処理装置は、超音波診断装置によって取得さ
れた複数の断層像データを受け付けて、それら複数の断層像データを記憶部５に記憶させ
る。このように、超音波画像処理装置の外部に設置された超音波診断装置によって複数の
断層像データが取得されて、超音波画像処理装置の記憶部５に記憶される。そして、画像
処理部１０は、スペックパターンを用いた２画像間のパターンマッチングにより、各時相
の断層像データから心臓の内膜の輪郭を検出し、さらに、各時相の内膜の輪郭を表すマー
カに、時相ごとに異なる色を割り当てる。表示制御部６は、色が割り当てられたマーカ（
カラー画像）を断層像に重ねて表示部７に表示させる。心機能評価部２０は、そのカラー
画像に基づいて心機能の評価を実施する。
【００４６】
　以上のように、超音波画像処理装置によって各時相における心臓の内膜の輪郭を表すカ
ラー画像を生成した場合であっても、乳頭筋や腱索の影響を受けずに内膜の輪郭を検出す
ることが可能となる。そして、各時相の内膜の輪郭に対して、時相ごとに異なる色を割り
当てて表示することで、内膜位置の変動情報が色で識別可能に表示されるため、心機能評
価に好適な画像が得られる。
【００４７】
（動作）
　次に、この発明の第１実施形態に係る超音波診断装置の動作について、図３を参照して
説明する。図３は、この発明の第１実施形態に係る超音波診断装置による一連の動作を説
明するためのフローチャートである。この実施形態では、心臓を診断部位として心臓の断
層像データを取得し、その断層像データに基づいて、心機能の評価に供される心臓の内膜
の輪郭を検出する。
【００４８】
（ステップＳ０１）
　まず、超音波プローブ２を被検体に当てて、心臓に対して超音波を送信し、画像生成部
４によって、時間的に連続する複数の断層像データ（心臓の動画像データ）を生成する。
例えば、１心周期以上に亘って超音波を送受信することで、１心周期以上に亘って時間的
に連続する複数の断層像データを生成する。制御部９は、超音波診断装置１の外部からＥ
ＣＧ信号を受け付けて、生成された各断層像データにその断層像データが生成された時相
を対応付けて記憶部５に記憶させる。
【００４９】
（ステップＳ０２）
　次に、操作者が操作部８を用いて、心機能評価を行う解析区間を指定する。例えば、心
臓の収縮期又は拡張期を指定する。この実施形態では、心臓の拡張期が指定されているも
のとする。
【００５０】
（ステップＳ０３）
　次に、操作者が操作部８を用いて、初期輪郭を設定するための断層像が生成された時相
を指定する。例えば、心臓の収縮末期近傍の時相を指定し、収縮末期に生成された断層像
に初期輪郭を設定することが好ましい。心臓の収縮末期近傍の時相に生成された断層像に
対して初期輪郭を設定し、収縮末期から拡張末期にかけて内膜の輪郭を追跡した方が、輪
郭の検出精度が良好だからである。すなわち、心臓の内腔の輝度値が低いため、拡張末期
から収縮末期にかけて内膜の輪郭を追跡すると、輝度値が低い方向に内膜の輪郭を追跡す
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ることになる。その結果、輪郭の検出に誤差が含まれるおそれがある。従って、収縮末期
に生成された断層像に対して初期輪郭を設定して、内膜の輪郭を追跡した方が好ましい。
【００５１】
（ステップＳ０４）
　操作者によって時相が指定されると、表示制御部６はその時相が対応付けられた断層像
データを記憶部５から読み込んで、その断層像データに基づく断層像を表示部７に表示さ
せる。心臓の収縮末期近傍の時相が指定された場合、表示制御部６は、収縮末期近傍の時
相が対応付けられた断層像データを記憶部５から読み込み、収縮末期近傍の断層像を表示
部７に表示させる。
【００５２】
（ステップＳ０５）
　収縮末期近傍の断層像が表示部７に表示されている状態で、操作者は操作部８を用いて
、断層像に表された乳頭筋や腱索が含まれないように初期輪郭によって内膜の輪郭を指定
する。操作者によって初期輪郭が指定されると、マーカ生成部１１はその初期輪郭を表す
マーカを生成する。表示制御部６は、初期輪郭を表すマーカを、収縮末期近傍の断層像に
重ねて表示部７に表示させる。
【００５３】
（ステップＳ０６）
　輪郭位置算出部１２は、初期輪郭が設定された断層像Ａの次に生成された断層像データ
Ｂを記憶部５から読み込み、スペックルパターンを用いた２つの断層像間（断層像Ａと断
層像Ｂ）のパターンマッチングを行うことによって、内膜の輪郭上の各点の移動ベクトル
を求める。例えば、輪郭位置算出部１２は、１心周期に亘って取得された全ての断層像デ
ータについて、１心周期に含まれる各時相における内膜の輪郭上の各点の移動ベクトルを
求めることで、各時相における内膜の輪郭を検出する。
【００５４】
（ステップＳ０７）
　マーカ生成部１１は、輪郭位置算出部１２から各時相の内膜の輪郭を示す情報（輪郭上
の各点の座標情報）を受けると、各時相の内膜の輪郭を表すマーカを生成する。そして、
マーカ生成部１１は、各時相のマーカに、時相ごとに異なる色を割り当てる。例えば、１
心周期に亘って各時相における内膜の輪郭が検出されている場合、マーカ生成部１１は、
全時相について、内膜の輪郭を表すマーカを生成する。
【００５５】
（ステップＳ０８）
　表示制御部６は、時相ごとに異なる色が割り当てられたマーカ（カラー画像）を、操作
者によって指定された断層像に重ねて表示部７に表示させる。例えば、操作者によって拡
張末期が指定されると、表示制御部６は拡張末期に生成された断層像データを記憶部５か
ら読み込み、その断層像データに基づく断層像を表示部７に表示させる。そして、表示制
御部６は、カラー画像を拡張末期の断層像に重ねて表示部７に表示させる。例えば図２に
示すように、表示部７には、カラー画像１０１が、拡張末期の断層像１００に重ねて表示
される。このように、ＣＫ画像と同様に、内膜位置の変動情報が色で識別可能な画像とし
て出力される。
【００５６】
（ステップＳ０９）
　以上のようにして各時相における内膜の輪郭が求められて、カラー画像が生成されると
、心機能評価部２０は、カラー画像に基づいてＩＣＫ解析（特開２００３－３２５５２１
号公報に記載の解析手法）を行なう。
【００５７】
　以上のように、乳頭筋や腱索を含まないように内膜の輪郭を指定し、スペックルパター
ンを用いた２画像間のパターンマッチングにより各時相における内膜の輪郭を検出するこ
とで、乳頭筋や腱索の影響を受けずに内膜の輪郭を検出することが可能となる。そして、
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各時相の内膜の輪郭を表すマーカに時相ごとに異なる色を割り当てて表示することで、内
膜位置の変動情報が色で識別可能に表示されるため、心機能評価に好適な画像を提供する
ことが可能となる。このカラー画像に基づいてＩＣＫ解析を実施することで、より適切な
評価が可能となる。
【００５８】
［第２の実施の形態］
（構成）
　次に、この発明の第２実施形態に係る超音波診断装置の構成について、図４を参照して
説明する。図４は、この発明の第２実施形態に係る超音波診断装置の概略構成を示すブロ
ック図である。第２実施形態では、心臓の全体動（ｔｒａｎｓｌａｔｉｏｎ）の影響を除
去する処理を行う。
【００５９】
　第２実施形態に係る超音波診断装置１Ａは、画像処理部３０の構成が第１実施形態に係
る超音波診断装置１の画像処理部１０の構成と異なる。画像処理部３０以外の構成につい
ては、第１実施形態に係る超音波診断装置１と同じであるため、説明を省略する。
【００６０】
　画像処理部３０は、輪郭位置算出部３１、輪郭移動速度算出部３２、収縮中心算出部３
３、収縮中心移動速度算出部３４、減算部３５、輪郭再構成部３６、及びマーカ生成部３
７を備えている。
【００６１】
　輪郭位置算出部３１は、第１実施形態に係る輪郭位置算出部１２と同様に、スペックル
パターンを用いた時間的に連続する２つの断層像間のパターンマッチングを行うことで、
初期輪郭で設定された内膜の輪郭上の各点の移動ベクトルを時相ごとに求める。これによ
り、各時相における内膜の輪郭が求められる。輪郭移動速度算出部３２は、各時相におけ
る輪郭上の各点の移動ベクトル（変位）と、各時相間の時間とに基づいて、各時相におけ
る輪郭上の各点の移動速度を算出する。例えば、輪郭位置算出部３１は、１心周期に亘っ
て取得された全ての断層像データについて、時相ごとに内膜の輪郭を検出し、輪郭移動速
度算出部３２は、１心周期に含まれる各時相における輪郭上の各点の移動速度を求める。
【００６２】
　収縮中心算出部３３は、輪郭位置算出部３１によって算出された各時相における内膜の
輪郭に基づいて、例えば、内膜の輪郭で囲まれた範囲の重心の位置を収縮中心の位置の1
例として時相ごとに算出する。なお、この実施形態では、厳密な収縮中心の位置を求める
必要はなく、収縮中心の近傍の位置を求めても良い。重心の算出方法は、従来技術に係る
方法が用いられる。また、収縮中心算出部３３は、各時相における重心の位置に基づいて
、各時相における重心の移動ベクトルを収縮中心の移動ベクトルの1例として算出する。
重心（収縮中心）の移動ベクトルは、重心（収縮中心）の位置の変位と、重心（収縮中心
）が変位した移動方向を表している。収縮中心移動速度算出部３４は、例えば、各時相に
おける重心（収縮中心）の移動ベクトル（変位）と、各時相間の時間とに基づいて、各時
相における重心の移動速度を収縮中心の移動速度の1例として算出する。
【００６３】
　減算部３５は、輪郭移動速度算出部３２によって求められた内膜の輪郭上の各点の移動
速度から、収縮中心速度算出部３４によって求められた収縮中心の移動速度を減算する。
このとき、減算部３５は、同じ時相の移動速度同士を減算する。すなわち、減算部３５は
、各時相における輪郭上の各点の移動速度から、同じ時相における収縮中心の移動速度を
減算し、各時相における移動速度の差分を求める。
【００６４】
　この実施形態では、各時相における内膜の輪郭で囲まれた範囲の重心の位置を、心臓の
収縮中心の位置であると仮定する。また、収縮中心位置の移動速度が、心臓の全体動の速
度に等しいと仮定する。つまり、重心の移動速度が、心臓の全体動の速度に等しいと仮定
する。そして、内膜の輪郭上の各点の移動速度から、重心の移動速度を減算することで、
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心臓の全体動の影響を除去する。
【００６５】
　輪郭再構成部３６は、減算部３５によって求められた各時相における移動速度の差分に
基づいて、各時相における内膜の輪郭の位置を求める。例えば、輪郭再構成部３６は、各
時相における移動速度の差分を、各時相間の時間で積分することで、各時相における内膜
の輪郭の位置を求める。内膜の輪郭上の各点の移動速度から、心臓の全体像の速度と仮定
された重心の移動速度が減算されているため、全体像の影響が除去された内膜の輪郭が求
められることになる。
【００６６】
　また、減算部３５は、輪郭位置算出部３１によって求められた内膜の輪郭上の各点の移
動ベクトルから、収縮中心算出部３３によって求められた収縮中心の移動ベクトルを減算
しても良い。このとき、減算部３５は、同じ時相の移動ベクトル同士を減算する。すなわ
ち、減算部３５は、各時相における輪郭上の各点の移動ベクトルから、同じ時相における
収縮中心の移動ベクトルを減算し、各時相における移動ベクトルの差分を求める。この場
合、輪郭再構成部３６は、減算部３５によって求められた各時相における移動ベクトルの
差分に基づいて、各時相における内膜の輪郭の位置を求める。重心の移動ベクトルを心臓
の全体動の移動ベクトルと仮定すると、移動ベクトル同士を減算することで、心臓の全体
動の影響を除去することができる。
【００６７】
　マーカ生成部３７は、輪郭再構成部３６によって求められた各時相における内膜の輪郭
を表すマーカを生成する。さらに、マーカ生成部３７は、第１実施形態と同様に、各時相
のマーカに、時相ごとに異なる色を割り当てる。表示制御部６は、操作者によって指定さ
れた時相の断層像に、時相ごとに異なる色が割り当てられたマーカ（カラー画像）を重ね
て表示部７に表示させる。そして、第１実施形態と同様に、心機能評価部２０が心機能の
評価を実施する。
【００６８】
　以上のように、各時相における輪郭の重心の位置を、心臓の収縮中心の位置であると仮
定し、収縮中心位置の移動速度を、心臓の全体動の速度に等しいと仮定し、内膜の輪郭上
の各点の移動速度から重心の移動速度を減算することで、心臓の全体動の影響が軽減され
た内膜の輪郭を求めることができる。また、内膜の輪郭上の各点の移動ベクトルから重心
の移動ベクトルを減算した場合であっても、心臓の全体動の影響が軽減された内膜の輪郭
を求めることができる。そして、上記仮定が成立した範囲では、心臓の全体動の影響を軽
減した心機能の解析が可能となる。
【００６９】
（動作）
　次に、この発明の第２実施形態に係る超音波診断装置の動作について、図５及び図６を
参照して説明する。図５は、この発明の第２実施形態に係る超音波診断装置の第１の動作
態様を示すフローチャートである。図６は、この発明の第２実施形態に係る超音波診断装
置の第２の動作態様を示すフローチャートである。まず、図５を参照して第１の動作態様
を説明し、次に図６を参照して第２の動作態様を説明する。
【００７０】
（第１の動作態様）
　まず、第１実施形態と同様に、図３に示すステップＳ０１からステップＳ０５までの処
理を実行することで、心臓を表す時間的に連続する複数の断層像データを取得し、所定時
相の断層像上に乳頭筋や腱索が含まれないように初期輪郭を設定する。例えば、１心周期
以上に亘って超音波を送受信することで、１心周期以上に亘って時間的に連続する複数の
断層像データを生成する。
【００７１】
（ステップＳ１０）
　輪郭位置算出部３１は、第１実施形態に係る輪郭位置算出部１２と同様に、初期輪郭が



(14) JP 2008-173387 A 2008.7.31

10

20

30

40

50

設定された断層像Ａの次に生成された断層像データＢを記憶部５から読み込み、スペック
ルパターンを用いた２つの断層像間のパターンマッチングを行うことによって、内膜の輪
郭上の各点の移動ベクトルを求める。例えば、輪郭位置算出部３１は、１心周期に亘って
取得された全ての断層像データについて、１心周期に含まれる各時相における内膜の輪郭
上の各点の移動ベクトルを求めることで、各時相における内膜の輪郭を検出する。
【００７２】
（ステップＳ１１）
　輪郭移動速度算出部３２は、輪郭位置算出部３１によって求められた各時相における輪
郭上の各点の移動ベクトルと、各時相間の時間とに基づいて、各時相における輪郭上の各
点の移動速度を算出する。
【００７３】
（ステップＳ１２）
　一方、収縮中心算出部３３は、輪郭位置算出部３１によって求められた各時相における
内膜の輪郭の重心の位置を収縮中心の位置の1例として算出する。また、収縮中心算出部
３３は、各時相における重心に基づいて、各時相における重心の移動ベクトルを収縮中心
の移動ベクトルの1例として算出する。
【００７４】
（ステップＳ１３）
　収縮中心移動速度算出部３４は、各時相における重心の移動ベクトルと、各時相間の時
間とに基づいて、各時相における重心の移動速度を収縮中心の移動速度の１例として算出
する。
【００７５】
（ステップＳ１４）
　そして、減算部３５は、ステップＳ１１で求められた輪郭上の各点の移動速度から、ス
テップＳ１３で求められた重心の移動速度を減算する。このとき、減算部３５は、同じ時
相の移動速度同士を減算することで、各時相における移動速度の差分を求める。
【００７６】
（ステップＳ１５）
　そして、輪郭再構成部３６は、各時相における移動速度の差分を、各時相間の時間で積
分することで、各時相における内膜の輪郭の位置を求める。例えば、１心周期に含まれる
各時相における内膜の輪郭の位置を求める。
【００７７】
（ステップＳ０７）
　そして、マーカ生成部３７は、輪郭再構成部３６によって求められた各時相の内膜の輪
郭を表すマーカを生成する。さらに、マーカ生成部３７は、第１実施形態と同様に、各時
相のマーカに、時相ごとに異なる色を割り当てる。
【００７８】
　そして、第１実施形態と同様に、図３に示すステップＳ０８とステップＳ０９の処理を
実行することで、心機能の評価を行う。
【００７９】
　以上のように、各時相における重心の移動速度を、心臓の全体動の速度に等しいと仮定
し、輪郭上の各点の移動速度から重心の移動速度を減算することで、心筋の全体動の影響
を軽減した画像を得ることができる。これにより、心臓の全体動の影響を軽減した心機能
の解析が可能となる。
【００８０】
（第２の動作態様）
　まず、第１実施形態と同様に、図３に示すステップＳ０１からステップＳ０５までの処
理を実行することで、心臓を表す時間的に連続する複数の断層像データを取得し、所定時
相の断層像上に乳頭筋や腱索が含まれないように初期輪郭を設定する。例えば、１心周期
以上に亘って超音波を送受信することで、１心周期以上に亘って時間的に連続する複数の
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断層像データを生成する。
【００８１】
（ステップＳ２０）
　輪郭位置算出部３１は、第１実施形態に係る輪郭位置算出部１２と同様に、スペックル
パターンを用いた２つの断層像間のパターンマッチングを行うことによって、初期輪郭に
より設定された内膜の輪郭上の各点の移動ベクトルを求める。例えば、輪郭位置算出部３
１は、１心周期に亘って取得された全ての断層像データについて、１心周期に含まれる各
時相における内膜の輪郭上の各点の移動ベクトルを求めることで、各時相における内膜の
輪郭を検出する。
【００８２】
（ステップＳ２１）
　収縮中心算出部３３は、輪郭位置算出部３１によって求められた各時相における内膜の
輪郭の重心の位置を収縮中心の位置の１例として求める。
【００８３】
（ステップＳ２２）
　さらに、収縮中心算出部３３は、各時相における重心の位置に基づいて、各時相におけ
る重心の移動ベクトルを収縮中心の移動ベクトルの１例として算出する。
【００８４】
（ステップＳ２３）
　減算部３５は、ステップＳ２０で求められた輪郭上の各点の移動ベクトルから、ステッ
プＳ２２で求められた重心の移動ベクトルを減算する。このとき、減算部３５は、同じ時
相の移動ベクトル同士を減算することで、各時相における移動ベクトルの差分を求める。
【００８５】
（ステップＳ２４）
　輪郭再構成部３６は、ステップＳ２３で求められた各時相における移動ベクトルの差分
に基づいて、各時相における内膜の輪郭の位置を求める。例えば、１心周期に含まれる各
時相における内膜の輪郭の位置を求める。
【００８６】
（ステップＳ０７）
　そして、マーカ生成部３７は、輪郭再構成部３６によって求められた各時相の内膜の輪
郭を表すマーカを生成する。さらに、マーカ生成部３７は、第１実施形態と同様に、各時
相のマーカに、時相ごとに異なる色を割り当てる。
【００８７】
　そして、第１実施形態と同様に、図３に示すステップＳ０８とステップＳ０９の処理を
実行することで、心機能の評価を行う。
【００８８】
　以上のように、輪郭上の各点の移動ベクトルから重心の移動ベクトルを減算することで
、心筋の全体動の影響を軽減した画像を得ることができる。これにより、心臓の全体動の
影響を軽減した心機能の評価が可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００８９】
【図１】この発明の第１実施形態に係る超音波診断装置の概略構成を示すブロック図であ
る。
【図２】この発明の第１実施形態に係る超音波診断装置で取得される画像と、心機能評価
の結果を示す図である。
【図３】この発明の第１実施形態に係る超音波診断装置による一連の動作を説明するため
のフローチャートである。
【図４】この発明の第２実施形態に係る超音波診断装置の概略構成を示すブロック図であ
る。
【図５】この発明の第２実施形態に係る超音波診断装置による第１の動作態様を説明する
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ためのフローチャートである。
【図６】この発明の第２実施形態に係る超音波診断装置による第２の動作態様を説明する
ためのフローチャートである。
【符号の説明】
【００９０】
　１、１Ａ　超音波診断装置
　２　超音波プローブ
　３　送受信部
　４　画像生成部
　５　記憶部
　６　表示制御部
　７　表示部
　８　操作部
　９　制御部
　１０、３０　画像処理部
　１２、３１　輪郭位置算出部
　１１、３７　マーカ生成部
　２０　心機能評価部
　３２　輪郭移動速度算出部
　３３　収縮中心算出部
　３４　収縮中心移動速度算出部
　３５　減算部
　３６　輪郭再構成部
　１００　断層像
　１０１　カラー画像
　１０２　カラーバー
　１１０　グラフ
　１２０　帯グラフ
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